
船体に働く定常波力計算プログラム

機能

計算・模型実験による検証例
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機能拡張予定
■中～長波長域における船体の斜航状態を考慮した計算法
■船体主要目のみを用いた簡易推定式の提案/データベース構築

波浪中における船舶の船速低下・漂流量・針路保持に必要な当舵等を計算
するのに不可欠な，船体に働く時間平均的な波力を推定するプログラムです．

■任意の波向き・波長を対象
■船の前進速度の影響を考慮
■短波長域では船体の斜航(横流
れ)の影響も考慮可能

■ポテンシャル理論に基づく異なる2
つの推定法＊を実用的に統合

■入力データ

船体の主要目・水線面形状・オフ
セットデータ, 波・船速条件
■出力データ

前後・左右・回頭方向の規則波中
定常波力, 前後揺れを除く5自由度
の船体動揺振幅・位相＊(1) 短波長波の反射成分 / (2) 細長体の仮定を適用

したうえで主に船体動揺に基づく成分に注目した方法
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停止/直進する大型タンカーに働く定常波力(斜向波60度)

短波長波域(波長船長比0.4)を斜航する大型タンカーに働く定常波力(左舷側の斜航：正)


